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1.はじめに 

近年，都市の浸水に対する脆弱性およびその対策

が注目されている.国土交通省などのホームページ

上では，洪水破堤によるハザードマップや，東海・

東南海・南海地震による津波の浸水被害想定が公開

されている．これらによれば，都市の中に1m以上の

浸水が示されているが，それらと関連付けて地下空

間の危険性が議論されていない．すなわち，大規模

浸水の地下空間に与える影響という非常に重要な情

報が公開されていない． 

日本の大都市では地下空間が高度に発展しており，

氾濫水が地下空間に流入すれば，そこでの被害を発

生させるだけでなく，氾濫水が地下空間を水路とし

て伝うことで，新たな浸水が生じることも考えられ

る．すなわち，浸水が拡がる都市構造物（施設）の

被害や影響を評価することは，都市防災の面から非

常に重要な課題である． 

本研究では，津波を対象に都市の浸水災害を評価

する解析モデルを構築し，その浸水現象を明らかに

する．さらに,名古屋を対象に，津波による地下鉄を

有する都市域の浸水の危険性を検討する． 

2.解析モデルと計算条件 

本研究は，海域の津波解析に, 平面二次元の連続

式および運動量方程式を用いた．内閣府1)，日本海洋

データセンター，国土交通省中部地方整備局から海

底高，堤防高情報を入手し，図-1の計算領域を設定

した．まず，領域1の計算では格子幅1,250m，格子数

373×282を設定し，海側開境界に無反射境界条件を

適用し，津波の透過を表した．この計算において，

領域2の開境界水位を得る．領域2の計算では格子幅

250m，格子数366×533を設定し，領域1の情報を開境

界条件とし，津波の初期値を与えて，津波・浸水計

算を行い，領域3の開境界部に相当する水位を得る．

領域3の計算では，格子幅50m，格子数746×619を設 

定し，領域2の情報を開境界条件とし，津波の初期値

を与えて，津波・浸水計算を行う． 

領域2の浸水解析では，浅水方程式をそのまま適用

している．また，領域3の浸水解析では，庄内川の洪

水流を一次元不定流解析で計算し，陸域の浸水計算

 
図-2 最大水位の比  

領域1  

領域2 領域3 

図-1 計算領域 

II-071 土木学会中部支部研究発表会 (2017.3)

-221-



では，河川堤防からの越水，海岸域の堤防からの越

水，地下空間への流入・流出，一つのボックスとし

てとらえた地下鉄駅・地下街の水輸送とそこから地

下鉄線路への流入・流出，地下鉄線路における水輸

送を対象に，浅水方程式を基礎とする平面二次元不

定流モデル，地下鉄駅・地下街のワンボックス的な

取り扱いによる連続式，地下鉄線路の水輸送を表す

ためのスロットモデルを考慮した一次元不定流の解

析を用いている． 

初期条件となる東海・東南海・南海地震の初期水

位は，内閣府が定めた計算条件1)の中で名古屋の津波

高が最も大きい条件を用いた．なお，計算時間は地

震発生から10時間とした． 

3.解析結果 

津波の計算結果の最大水位と内閣府の計算結果の

最大水位を比較したものが図-2である．本図から領

域の計算格子が小さくなるごとに，精度が高まって

いることが分かる.また，計算結果の最大水位と内閣

府の計算結果の最大水位の比較が45°線に近い値を

示しており，特に，領域2と領域3の結果は内閣府の

計算値と同程度の値となっている．したがって，津

波の計算として，内閣府が示した計算と同程度の精

度を有していると判断できる． 

堤防が無い場合と有る場合の地下鉄への浸水結果

を図-3に示す．堤防が無い場合と有る場合の両方と

も名港線の線路内は浸水する結果となった．そして，

堤防が無い場合では，名港線の線路内は満水となり，

名城線まで浸水が及んでいた．また，名港線の断面

図を図-4に示す．本図により,堤防が無い場合は線路

内が水没し極めて危険な状況になること，堤防が有る

場合でも，最低部ではほぼ満水となることが示された．  

4.おわりに 

本研究は，名古屋の津波氾濫の解析を行い，都市

氾濫解析では，地下街・地下鉄駅と地下鉄線路の水

理を考慮し, 堤防が有る場合と無い場合における浸

水特性の違いを定量的に示した．本研究により堤防

が無い場合には名港線で水没する危険性が示された． 

実際には，名古屋市の海岸域に位置する地下鉄の

入口では津波や高潮の侵入を防ぐ対策が採られてお

り，本研究ではその対策の考慮が出来ていない．今

後は，この対策の効果の検証が課題となる． 
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図-3   地下鉄を考慮した最大浸水深の分布 
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図-4   地下鉄の浸水断面図 
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